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柳
田
国
男
（
一
八
七
五
〜
一
九
六
二
年
）
は
明

治
初
期
か
ら
戦
後
ま
で
近
代
日
本
の
形
成
・
発
展

過
程
と
と
も
に
生
涯
を
送
り
、
様
々
な
分
野
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
。
柳
田
国
男
は
民
俗
学
の
創

始
者
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
出
発

点
に
は
農
政
学
が
あ
り
、
産
業
組
合
と
も
密
接
な

関
係
に
あ
っ
た
。
産
業
組
合
法
制
定
一
〇
〇
年
に

あ
た
り
、
柳
田
国
男
と
産
業
組
合
の
関
わ
り
を
再

検
討
し
て
み
た
い
。

　

一 　
　
生
涯

　・

　

柳
田
国
男
（
松
岡
国
男
、
後
に
大
審
院
判
事
柳

田
直
平
の
養
子
と
な
り
改
姓
）
が
生
ま
れ
た
の
は

兵
庫
県
の
農
村
で
あ
り
、
父
は
教
員
や
神
官
を
し

て
い
た
が
、
家
族
が
多
く
家
は
貧
し
か
っ
た
。
一

三
歳
の
時
に
茨
城
県
の
兄
の
も
と
に
行
き
、
二
年

後
に
は
学
校
に
通
う
た
め
東
京
に
移
る
。

　

そ
の
後
、
一
高
、
東
京
帝
大
に
進
学
す
る
が
、

学
生
時
代
は
文
学
青
年
で
あ
り
、
森
鴎
外
に
会
い
、

田
山
花
袋
、
国
木
田
独
歩
、
島
崎
藤
村
と
親
し
く

付
き
合
っ
た
。
一
方
、
大
学
で
は
農
政
学
を
学
び
、

三
倉
（
飢
饉
に
備
え
た
江
戸
時
代
の
食
糧
備
蓄
制

度
）
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
た
。

　

大
学
卒
業
時
に
柳
田
国
男
が
職
場
と
し
て
選
ん

だ
の
は
農
商
務
省
で
あ
り
、
農
務
局
農
政
課
に
配

属
さ
れ
、
そ
の
最
初
の
仕
事
が
制
定
さ
れ
た
ば
か

り
の
産
業
組
合
法
の
普
及
で
あ
っ
た
。
農
商
務
省

に
は
わ
ず
か
一
年
一
〇
ヶ
月
し
か
在
籍
し
て
い
な

か
っ
た
が
、
法
制
局
に
転
出
後
も
全
国
農
事
会
等

の
依
頼
で
産
業
組
合
に
関
す
る
講
演
、
執
筆
を
行

な
っ
た
り
、
早
稲
田
大
学
等
で
農
政
学
を
教
え
た
。

一
九
一
〇
年
よ
り
新
渡
戸
稲
造
ら
と
郷
土
研
究
会

を
始
め
、
こ
れ
が
民
俗
学
に
発
展
し
て
い
っ
た
。

一
九
一
四
年
に
貴
族
院
書
記
官
長
に
就
任
し
、
五

年
後
に
は
官
界
を
去
る
が
、
一
九
二
一
〜
二
三
年

に
は
国
際
連
盟
常
任
統
治
委
員
に
任
命
さ
れ
、
一

時
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
滞
在
す
る
。
そ
の
後
、
一
九
二

四
年
か
ら
は
朝
日
新
聞
の
論
説
委
員
に
な
り
、
大

正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
論
客
と
し
て
普
通
選
挙
制
度

の
導
入
を
強
く
主
張
し
た
。
一
九
三
〇
年
以
降
は
、

在
野
の
民
俗
学
者
と
し
て
活
動
し
、
日
本
の
歴
史

研
究
、
宗
教
観
や
日
本
語
研
究
、
国
語
教
育
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
。

　

二 　
　
農
政
思
想

　・

　

柳
田
国
男
は
少
年
時
代
に
出
会
っ
た
飢
餓
体
験

も
あ
っ
て
当
時
国
民
の
大
多
数
を
占
め
て
い
た
農

民
の
貧
困
問
題
に
貢
献
し
た
い
と
す
る
強
い
意
欲

が
あ
っ
た
。
大
学
で
は
ド
イ
ツ
留
学
か
ら
帰
っ
た

ば
か
り
の
松
崎
蔵
之
助
か
ら
農
政
学
を
学
ん
だ
が
、

そ
の
内
容
は
自
由
放
任
主
義
を
批
判
し
国
家
の
役

割
を
主
張
し
た
ド
イ
ツ
歴
史
学
派
（
特
に
ワ
グ

ナ
ー
）
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
柳
田

国
男
よ
り
二
年
遅
れ
て
東
京
帝
大
を
卒
業
し
た
河

上
肇
も
松
崎
蔵
之
助
に
学
び
、
最
初
の
著
書
『
日

本
尊
農
論
』（
一
九
〇
四
年
）
に
そ
の
影
響
が
見
ら

れ
る
。
河
上
肇
は
そ
の
後
マ
ル
ク
ス
主
義
の
強
い

影
響
を
受
け
、
官
僚
、
民
俗
学
者
と
な
っ
た
柳
田

国
男
と
は
対
照
的
な
人
生
を
歩
む
が
、
貧
困
問
題

を
究
明
・
解
決
す
る
こ
と
が
学
問
の
目
的
で
あ
る

と
す
る
考
え
は
共
通
し
て
い
た
。

　

一
方
で
、
著
書
の
な
か
に
時
々
ミ
ル
、
リ
カ
ー

ド
の
名
前
が
出
て
く
る
よ
う
に
、
柳
田
国
男
に
は

イ
ギ
リ
ス
古
典
派
経
済
学
や
フ
ェ
ビ
ア
ン
社
会
主

義
の
影
響
も
あ
り
、
農
業
の
分
配
問
題
、
土
地
公

有
論
に
つ
い
て
論
じ
、
不
在
地
主
や
小
作
料
の
物

納
制
を
批
判
し
た
。
そ
の
農
政
思
想
は
近
代
的
・

合
理
主
義
的
で
あ
り
、
農
民
の
貧
困
の
原
因
は
零

細
経
営
に
あ
る
と
し
て
「
中
農
養
成
策
」
を
主
張

し
、
農
本
主
義
的
小
農
保
護
論
を
批
判
し
た
。
こ

う
し
た
主
張
は
当
時
の
農
政
当
局
と
対
立
し
農
商

務
省
を
早
く
や
め
る
一
つ
の
要
因
と
な
っ
た
。

　

柳
田
国
男
は
『
遠
野
物
語
』（
一
九
一
〇
年
）
を

書
い
た
頃
か
ら
次
第
に
農
政
学
か
ら
離
れ
民
俗
学

の
世
界
に
入
っ
て
い
く
が
、
農
村
、
農
民
に
は
関

心
を
持
ち
続
け
て
お
り
、
一
九
二
九
年
に
『
都
市

と
農
村
』、
一
九
三
一
年
に
『
日
本
農
民
史
』
を
出

版
す
る
。
し
か
し
、
戦
時
中
に
『
日
本
の
祭
』（
一

九
四
二
年
）、『
先
祖
の
話
』（
出
版
は
一
九
四
六
年
）

な
ど
日
本
人
の
意
識
構
造
を
探
る
著
作
を
書
く
が
、

農
村
恐
慌
、
日
本
資
本
主
義
論
争
に
つ
い
て
は
沈

黙
し
て
お
り
、
戦
後
は
、
著
作
集
か
ら
初
期
の
農

調
査
・
研
究
ノ
ー
ト　
①

　
　

柳
田
国
男
と
産
業
組
合
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政
学
関
係
の
本
を
は
ず
す
こ
と
を
希
望
す
る
な
ど
、

自
ら
の
過
去
の
農
政
学
を
葬
り
去
る
よ
う
な
行
動

さ
え
と
っ
て
い
る
。

　

三 　
　
産
業
組
合
論

　・

　

柳
田
国
男
が
農
商
務
省
で
産
業
組
合
の
仕
事
を

始
め
た
一
九
〇
〇
年
七
月
は
、
産
業
組
合
法
の
公

布
（
同
年
三
月
）
と
施
行
（
同
年
九
月
）
の
間
に

あ
た
り
、
ま
さ
に
産
業
組
合
の
出
発
点
で
あ
っ
た
。

そ
の
著
作
か
ら
柳
田
国
男
の
産
業
組
合
に
対
す
る

考
え
方
を
み
て
み
よ
う
。

　
『
最
新
産
業
組
合
通
解
』（
一
九
〇
二
年
）
は
柳

田
国
男
が
農
商
務
省
に
就
職
し
て
二
年
後
の
著
作

で
あ
る
が
、
と
て
も
二
七
歳
の
青
年
が
書
い
た
と

は
思
え
な
い
堂
々
た
る
本
で
あ
る
。
本
の
内
容
自

体
は
産
業
組
合
の
法
制
度
の
解
説
が
中
心
で
あ
る

が
、
随
所
に
柳
田
国
男
の
産
業
組
合
に
対
す
る
考

え
方
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
序
文
は
「
人

の
此
世
に
在
る
や
、
誰
か
窮
乏
を
悪
（
に
く
）
み

安
楽
を
欲
せ
ざ
ら
ん
」
と
い
う
文
章
で
始
ま
り
、

生
存
競
争
と
資
本
の
集
積
の
問
題
点
を
指
摘
し
、

産
業
組
合
は
小
規
模
生
産
者
が
商
人
資
本
に
対
抗

す
る
た
め
の
組
織
で
あ
り
、社
会
改
良
の
た
め「
平

和
の
福
音
と
も
称
す
べ
き
良
制
度
」
で
あ
る
と
し

て
い
る
。「
産
業
組
合
は
同
心
協
力
に
よ
り
て
、
各

自
の
生
活
状
態
を
改
良
発
達
せ
ん
が
為
に
結
合
し

た
る
人
の
団
体
」
で
あ
る
が
、
現
実
に
設
立
さ
れ

た
産
業
組
合
は
資
産
家
中
心
で
小
作
農
が
そ
の
恩

恵
を
十
分
得
て
い
な
い
と
批
判
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
柳
田
国
男
の
考
え
方
は
『
産
業
組
合

講
習
会
講
習
筆
記
』（
一
九
〇
五
年
）
に
、
よ
り
わ

か
り
や
す
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
産
業
組
合
は
自

由
競
争
の
弊
害
に
対
し
て
社
会
改
良
を
行
う
万
能

薬
で
あ
る
が
、
日
本
の
産
業
組
合
に
は
理
念
が
欠

け
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。「
産
業
組
合
は
小
生

産
者
が
資
本
の
欠
乏
に
因
る
不
利
益
を
排
除
し
て

大
資
本
に
対
抗
せ
ん
と
す
る
に
あ
り
」
と
書
い
て

い
る
が
、
一
方
で
、
当
時
影
響
力
を
増
し
つ
つ
あ

っ
た
共
産
主
義
、
国
家
社
会
主
義
に
対
し
て
は
、

極
端
な
思
想
で
破
壊
的
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。

柳
田
国
男
は
、
こ
の
講
演
で
オ
ー
ウ
ェ
ン
、
ラ
イ

フ
ァ
イ
ゼ
ン
等
の
欧
州
の
協
同
組
合
思
想
を
紹
介

し
、
最
後
に
「
我
国
の
如
き
小
農
制
度
の
国
に
あ

り
て
は
、
農
業
の
先
途
を
慮
り
て
産
業
組
合
を
設

け
て
救
済
の
法
を
講
ず
る
こ
と
一
層
必
要
な
る
べ

き
を
信
ず
」
と
結
ん
で
い
る
。

　

一
九
一
〇
年
に
出
版
さ
れ
た
『
時
代
ト
農
政
』

に
は
「
日
本
に
於
け
る
産
業
組
合
の
思
想
」「
報
徳

社
と
信
用
組
合
と
の
比
較
」
と
い
う
講
演
が
収
録

さ
れ
て
い
る
。
前
者
で
は
、
産
業
組
合
は
舶
来
の

制
度
で
あ
る
が
、
日
本
に
も
江
戸
時
代
か
ら
三
倉
、

報
徳
社
、
頼
母
子
・
講
な
ど
窮
乏
に
対
処
す
る
制

度
が
あ
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
、
後
者
で
は
、
報
徳

社
を
一
面
で
は
評
価
し
な
が
ら
も
、
前
近
代
的
な

制
度
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。

　

な
お
、
柳
田
国
男
は
一
九
〇
六
年
に
産
業
組
合

の
中
央
銀
行
設
立
に
関
す
る
論
文
も
書
い
て
い
る
。

　

四 　
　
柳
田
国
男
か
ら
学
ぶ
こ
と

　・

　

以
上
、
柳
田
国
男
の
農
政
思
想
、
産
業
組
合
論

を
簡
単
に
紹
介
し
た
が
、
今
日
で
も
柳
田
国
男
か

ら
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
多
く
あ
る
と
思
う
。

　

ひ
と
つ
は
、
そ
の
学
問
に
対
す
る
考
え
方
で
あ

る
。
学
問
は
民
衆
の
幸
福
に
つ
な
が
る
も
の
で
な

く
て
は
な
ら
ず
、
経
済
学
は
「
経
世
済
民
」
の
実

学
で
あ
る
と
し
て
翻
訳
輸
入
学
問
中
心
の
当
時
の

ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
を
痛
烈
に
批
判
し
た
。
こ
れ
は
現

在
の
経
済
学
が
数
学
的
技
巧
に
過
度
に
走
っ
て
い

る
状
態
に
対
す
る
批
判
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
ろ

う
。

　

ま
た
、
産
業
組
合
に
関
す
る
考
え
方
も
、
今
日

で
も
ま
だ
通
用
す
る
と
思
う
。
産
業
組
合
法
制
定

を
担
っ
た
品
川
弥
二
郎
、
平
田
東
助
は
明
治
国
家

形
成
期
の
中
心
人
物
で
あ
り
、
自
由
民
権
運
動
を

弾
圧
す
る
よ
う
な
政
治
家
で
あ
っ
た
。
産
業
組
合

を
国
家
・
社
会
安
定
の
た
め
の
制
度
と
し
て
導
入

し
よ
う
と
い
う
意
図
が
強
く
あ
り
、
こ
の
国
家
主

導
の
導
入
過
程
が
、
後
に
産
業
組
合
が
国
家
総
動

員
体
制
を
支
え
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
今
日
ま
で

影
を
落
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
柳
田
国
男

は
協
同
組
合
の
理
念
を
理
解
し
て
お
り
、
リ
ベ
ラ

ル
な
思
想
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
柳
田
国
男
も
、
そ
の
皇
室
観
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
明
治
国
家
の
官
僚
で
あ
っ
た
と

い
う
限
界
は
あ
り
、
日
本
が
帝
国
主
義
的
膨
張
主

義
を
と
っ
た
時
代
以
降
は
、
民
俗
学
に
没
頭
し
て

農
業
問
題
に
関
し
て
多
く
は
語
ら
な
く
な
っ
た
。

こ
う
し
た
限
界
が
あ
り
な
が
ら
も
、
日
本
の
産
業

組
合
（
農
協
）
が
そ
の
出
発
点
に
お
い
て
柳
田
国

男
の
よ
う
な
人
物
を
持
っ
た
と
い
う
こ
と
は
誠
に

幸
い
な
こ
と
で
あ
っ
た
し
、
誇
る
べ
き
こ
と
だ
と

思
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
清
水
徹
朗
）


